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令和８年度諏訪市施策に対する要望について 

 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。 

平素は当所の活動に対しまして格別のご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

また諏訪市の抱える多くの課題の解決に向けて、積極的にお取り組みいただいているこ

とに対しまして深く敬意を表します。 

このたび、当所では地域の中小企業・小規模事業者の活性化と活力ある地域経済の発展

のため、当所会員事業者から寄せられた様々な意見を集約し、令和８年度の諏訪市政、予

算編成に関して優先的にお取り組みいただきたい要望事項を取りまとめましたので、特段

のご高配を賜りますようお願いいたします。 
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要 望 事 項 

 

１．諏訪湖イベントひろば整備事業について 

 

諏訪湖イベントひろば整備事業については、現建屋の取り壊しが決定し、取り壊しに 

向けての調査が進められております。 

しかしながら、取り壊した後の整備計画の全体像が全く見えず、またいつ完成するか 

のスケジュールについても、明確にされておりません。 

諏訪湖イベント広場整備事業は、近隣市町村をはじめ県内の工業関係事業者も大変期 

待しており、長野県の産業振興の観点からも大変意義のある整備事業と考えます。 

つきましては下記について要望いたします。 

 

（１）具体的な諏訪湖イベント広場整備計画を策定する際には、当所をはじめ広く産業 

界の意見を取り入れ、次世代につながる整備計画の策定していただきたい。 

 

（２）整備計画全体像をスケジュールとともに、一日も早く示していただきたい。 

 

２．事業者向け地球温暖化対策補助金の創設について 

 

諏訪市では地球温暖化対策補助金として、家庭向けの地中熱利用システム補助金など 

 ５つの補助メニューがありますが、事業者向けの補助メニューがありませんので、事業 

者向けの補助金の新設について検討していただきたい。 

 

３．工業用地（産業用地）の確保及び地盤改良等に対する補助制度の新設について 

 

  諏訪湖スマートインターチェンジの開通により、工業用地・産業用地の問い合わせも 

増えております。 

引き続き、工業用地（産業用地）の確保については長期的な視点で取り組んでいただ 

くとともに、地盤改良や基礎に多額の費用がかかる諏訪市を選んだ企業にメリットがあ 

るよう、地盤改良等に対する補助制度を検討いただきたい。 

 

４．子どもたちの主体的な学び・体験的な学びを応援するための「ラーケーションの日」 

の導入について 

 

  愛知県では学校外での学習活動を家庭で子どもと一緒に計画し、実行する日（子ども

の学び【ラーニング】と保護者の休暇【バケーション】で、年に３日まで取得すること

ができる「ラーケーションの日」を設けています。 



  子どもたちの主体的な学びや体験的な学びを応援するため、諏訪市で「ラーケーショ

ンの日」を導入していただくとともに、全県での普及を図るため、長野県教育委員会へ

も働きかけを行っていただきたい。 

 

５．市町村に交付される長野県宿泊税の使用使途について 

 

  令和８年度から交付される長野県宿泊税交付金は、すでに予算化されている事業に充 

当するのではなく、誘客につながる新たな事業やインフラの整備や観光事業者が広く活

用できる補助金等の新設などに使用していただくことを強く要望します。 

 

６．諏訪市場の活用について 

 

 本年４月から民営化された「諏訪市場」は、諏訪湖スマートインターチェンジ開通によ 

り、一等地となる可能性があります。 

 諏訪市は運営にオブザーバーとして参画していますので、「諏訪市場」の活用方法につ 

いて積極的にかかわっていただきたい。 

 

７．市内事業者振興のための補助制度の新設・拡充について 

 （１）人材育成に対する補助制度を充実させるとともに、製造業・ソフトウェア業（一

部商業者）に限定されている対象者をすべての業種に拡大していただきたい。 

 

（２）大手企業では働く女性の支援のため、出産祝い金や育休後の復職に対するフォロ 

ーが充実している企業が多くあります。 

地方の中小企業では個社ごとで対応するには資金力に限界があるため、諏訪市全 

体で働く女性を支援する体制づくりや助成金等の充実を検討していただきたい。 

 

８． 酒米価格高騰に対する酒蔵への支援について 

 

米の価格高騰に伴い、日本酒の原料である酒米価格も急騰しております。また酒米を生

産してきた農家が主食用米に転換する動きも活発化しており、酒蔵では酒米の確保にも苦

慮している状況です。 

 「諏訪五蔵めぐり」や、「上諏訪街道まちあるき呑みあるき」には、諏訪のおいしいお

酒を求めて、多くの観光客が訪れております。 

この諏訪市が誇る５つの酒蔵がこれからも事業を継続し、さらに発展できるよう酒蔵へ

の支援について検討していただきたい。 

 

 

 



９．諏訪赤十字病院に対する諏訪広域圏での支援について 

 

診療報酬は基本的に２年に一度見直しがされていますが、医療従事者の人件費引き上げや 

物件費の高騰、また最新技術の医療機器は高額化が進み、経営を圧迫しております。 

諏訪地域の市町村から患者を受け入れ、また諏訪地域の災害拠点病院にも指定されている

諏訪赤十字病院の高額医療機器の購入に対する助成を、諏訪広域圏として検討していただけ

るよう働きかけていただきたい。 

 

１０．建設業がおかれている環境変化への改善について 

 

建設業は慢性的な人出不足に加え、働き方改革関連法の適用により工期短縮や顧客 

要望に応えるために行われていた残業、週末・休日作業、夜間工事を行なう事が難し 

い状況下にあります。 

加えて熱中症対策のために作業時間を大幅に抑えなくてはいけなという未だかつて経

験したことのない非常に厳しい状況に追い込まれています。 

建設業は天候の影響をまともに受ける業種であり、職人・作業員にとっては働ける時

間が減るということは死活問題です。 

作業時間の減少に伴う単価の見直しはもちろん、このような状況下で効率良く生産性 

を上げていくためには、発注の平準化、発注時における支障物の移転や地元協議などの 

諸問題の解決、現場状況を十分考慮した設計・適正工期・発注時期が不可欠です。 

以前より書類の簡素化や柔軟な変更協議が求められて来ていますが、今 建設業を取 

り巻く環境は、その次元を大きく超え危機的状況です。地域を守り将来に繋げていくた

めにも下記のとおり要望します。 

 

（１）残業の上限規制に伴い週末や休日、夜間工事がないよう発注していただきたい。 

（２）熱中症対策を積算に入れるとともに、労務費の補正割り増しをお願いします。 

（３）高騰している資材単価・施工費について変更協議をお願いします。 

（４）書類等の簡素化をさらに進めていただきたい。 

（５）設計図書に交通誘導員の数量を明示していただき、実施に沿った変更をお願いし 

たい。 

（６）ワンデーレスポンスによりスムーズな現場運営ができるようにお願いしたい。 

 

１１．除雪機材の貸与について 

 

近年大型土木工事や新設道路工事の減少に伴い、除雪に使用するグレーダーなどの重 

機を手放す会社が増えています。また諏訪地方では温暖化の影響で冬季の降雪も非常に 

少なく、北信のように毎年除雪機械が活躍することも少ないため、除雪のためだけに普 

段使用しない重機を保有する事は維持費だけでも費用負担が非常に増しております。 



近年、国や県だけでなく民間企業においても除雪については機械貸与（リース等を含 

む）となってきています。 

建設業の厳しい現状をご理解いただき諏訪市においても除雪機械の貸与について検討

していただきたい。 

 

１２．地域貢献度の評価点の見直しについて 

 

公共工事の件数や発注金額の減少、環境変化に伴う公共工事の付加価値額が減少して 

います。 

諏訪地域はその金額等により諏訪地域全体での入札が行われています。また、諏訪地

域以外に本社のある企業が支店を持ち入札に参加すことも多く、諏訪市内の工事を市内

業者が落札できない場合も多々あります。 

市内の建設業者は地域に根ざした活動も行っていますので、その点を考慮してただき

入札の評価点「地域貢献度」の高く設定いただきたい。 

 

１３．諏訪市を発信する地域情報サイト「すわまるっ！」のアクセス数の公表について 

 

  本年５月に運用を開始した「すわまるっ！」を、商工会議所でも有効な企業の発信ツ 

ールとして捉え、事業所に対してこの活用を積極的に案内をしています。 

現在投稿した情報に対するアクセス数が非公開となっておりますが、発信する事業所 

等にとって、アクセス数はその効果検証の利用だけではなく、継続利用のモチベーショ 

ンにも非常に重要な指標です。 

つきましては、「すわまるっ！」をより効果のある情報発信ツールとするためにアク 

セス数の公開していただきたい。 

 

１４．令和７年度施策要望ついて「検討します」との回答に対する、検討結果について 

 

  諏訪商工会議所からの要望に対して、多くの回答は「検討します。」となっています 

が、令和７年度施策要望のうち「検討します。」と回答された要望事項に対して検討結 

果を回答していただきたい。 

 （昨年「検討する」と回答された要望事項） 

 ４．諏訪市商工業振興施策の充実について（１）（２）（４）（５） 

  ５．人手確保対策について（１）（２） 

  ６．産業人材（＝稼げる人材）の育成について（１） 

  ８．諏訪市補助金・助成金に業種間格差の是正について（１）（３） 

 １５．残土処分地の確保について 

 １７．工業用地（産業用地）の確保について 

 １８．交通渋滞の早期解消について（１） 


